
 

 

 

皆さんこんにちは。この３月で 60 歳定年退職しましたが、４月から再任用校長

として今年度を迎えました校長の宮本です。よろしくお願いいたします。今年も

「学校長だより」を発行して、現在の学校全体の事、教育の状況、校長の考え、生

徒・保護者の皆さんへのお知らせ等々を記載していきます。 

できるだけ、従前の教育活動を継続。 

４月５日(月)の始業式に２・３年生には以下のようなお話をしました。「クラブ活

動については現時点では通常の大会が実施される予定。昨年度は大会開催ができ

ず、大会出場の費用補助の支出がＰＴＡ会計から非常に少なかった。その代わりクラブ活動に必要な

物品購入費用への支援をＰＴＡから頂いている。言ってみれば昨年の３年生の思いが、物品の充実と

いう形になったので、しっかりとその思いを活動に生かしてもらいたい。 

新型コロナウィルスの影響は学校生活に大きな影響を与えた。例年実施してきたことできなかった

こともある。今までの学校文化が各学年に先輩たちから伝わっていないのではないかと危惧してい

る。高校生活の思い出は人それぞれで様々だが、皆さんが長野高校で過ごす、かけがえのないこの１

年間が、十分満足できるようにするためにも、できるだけ先輩達が築いてきた活動ができるようにし

たいと考えている。」 

もちろん、昨年度同様に新型コロナウィルス感染症への対応も充分に行う必要があるので、そうは

言っても当然できることもあればできないこともあります。例えば、２学年の研修旅行は台湾研修旅

行を中止して九州を中心とする研修旅行案と変更いたしました。その時々の状況を考えながら、最善

の方法を模索していきたいと思います。 

令和３年度の部活動指導方針です。（裏面） 

裏面に標記の方針を記載しました。内容としては、昨年度と同様です。この方針の中にもありますが、

各クラブの活動において、大会前は当然練習量が多くなりますし、また屋外でのスポーツは季節的に活

動量の増減があります。従って、例えば休養日などは、できる限り、ある程度の期間の中で原則通りに

なるように各クラブ活動では計画していますが、大会前等の時期については原則どおりというわけには

いかないこともご承知ください。 

特に新入生の皆さんは、高校でのクラブ活動の練習強度に接するのも初めてですし、運動部において

は、春はインターハイ予選があるために練習量や質が求められる時期であります。高校のクラブ活動に

慣れるのも大変なことですが、１年間の中でも最もハードな時期から参加するために戸惑うことも多い

と思います。しかし、この状況がずっと続くわけではありませんので、各クラブ活動で作成した計画を

生徒の皆さんと保護者の皆さんともども共有して頂きますようにお願いします。 

 

（生徒の皆さんは、この学校長だよりを読んだあと、保護者の方に渡してください） 

令和３年度 保護者・生徒・地域の皆さんへ 

長野高等学校 学校長だより 
（「学校長だより」はホームページにも掲載しています。） 
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様式１ 学校部活動方針様式 

 

    令和３年度長野県長野高等学校 部活動方針 

 

令和３年４月 

目標 

  

運動部ならびに文化部の活動は、本校生徒会と共に、生徒による自主活動の一

翼を担うものであり、その活動を通して生徒自身の運動技能の向上または文化

的素養の発展を目的とし、校訓である「質実剛健」「和衷協同」「至誠一貫」の

実現を目指す。 

 

運営方針 

部活動を生徒の多様な学びの場の一つとして積極的に活用し、教育的意義のあ

る運営を行う。 

 

①休養日の設定 

原則として、週当たり２日以上の休養日を設ける。 

平日は少なくとも１日、土曜日及び日曜日（以下週末という）は少なくとも

１日以上を休養日とする。ただし、週末に大会参加等で活動した場合は、休

養日を他の日に振り返るなど、柔軟に対応する（１～３ヶ月以内の対応が望

ましいが、最低でも年間の中で対応する）。 

 

②活動時間 

１日の活動時間(※1)は、平日及び学校の休業日（学期中の週末を含む）とと

もに、長くとも３時間程度とし、平日は、原則１９時までの活動とする。た

だし、大会や練習試合等で、基準とする１日の活動時間を上回る場合には、

他の日の活動時間を調整するなど工夫する。 

 ※1「活動時間」とは、運動部・文化部ともに県の方針で示されている通り 

 

③長期休業中の休養日・活動時間 

 原則として、上記の①・②に準じた扱いを行う。 

 

④各班の運営における留意点 

１人の顧問だけで運営を行うのではなく、複数の顧問で情報を共有しながら

連携して行う。 

 目標に明記のある「生徒による自主活動」の趣旨に則り、生徒の主体性を

育む場であることを念頭に行う。 

指導体制の工夫 
・外部の人材、外部講師の活用 

・各種団体や社会体育等との連携 

その他 

・各班の年間予定と活動時間について 

 上記運営方針の①～④に基づいて、各班の顧問は計画し、適宜情報を関係者

へ提供する。 

 

  


